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2.1 市民等の意向調査の概要 

 

(1) 目的 

 市民の意向を反映した計画を策定するため、住民及び公共交通利用者(鉄道利用

者、バス利用者)、高校生(阿賀野高校)に対し意向調査を行い、現状や課題、改善

内容などを把握した。 

 

(2) 調査対象 

 意向調査は、阿賀野市の住民と公共交通利用者(鉄道利用者、バス利用者)、高校

生(阿賀野高校)に対して、アンケート方式で行った。 

  ①阿賀野市住民(19 歳以上) 

  ②公共交通利用者 

  ③高校生(阿賀野高校) 

 

(3) 配布物 

 意向調査における配布物は、下記のとおりとした。 
 

 住民 
公共交通 

利用者 
高校生 

依頼文(Ａ4判) ○ ○ ○ 

調査票(Ａ3判) ○ ○ ○ 

ＰＲ紙等(阿賀野市営バス路線図：Ａ3判) ○ ○ ○ 

記入用ボールペン ○ ○ － 

配布用封筒 ○ － － その他 

回収用封筒 ○ ○ － 
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表 アンケート調査の内容 

調査対象 住民 公共交通利用者 高校生 

実施目的 

◇公共交通が現在どのように利用されてい 

るかを把握するとともに、その改善ニー 

ズと改善後の需要量を把握した。 

◇通学・帰宅時に公共 

交通がどのように利 

用されているかを把 

握するとともに、そ 

の改善ニーズを把握 

した。 

配布対象 

・阿賀野市全域 

(19～89 歳、自治会 

別人口比、外国人を 

除き、無作為で抽出) 

・鉄道利用者 

・バス利用者 
・阿賀野高校生：全員 

配布・ 

回収方法 

・郵送配布 

・郵送回収 

・直接配布 

・郵送回収 

・学校を通じて配布 

・学校を通じて回収 

配布数 2,822 票 641 票 472 票 

回収率 43.6％(1,231 票) 24.3％(156 票) 94.9％(448 票) 

調査項目 

(設問内容) 

①特定日の外出目的 

と目的地、交通手 

段 

②バスの利用状況 

③バスの改善ニーズ 

④バスの改善後の利 

用意向 

⑤鉄道の利用状況 

⑥鉄道の改善ニーズ 

⑦鉄道の改善後の利 

用意向 

⑧その他、自由意見 

⑨属性 

①配布日の外出目的 

と目的地、利用公 

共交通、乗車・下 

車までの交通手段 

利用した理由 

②バスの利用状況 

③バスの改善ニーズ 

④バスの改善後の利 

用意向 

⑤鉄道の利用状況 

⑥鉄道の改善ニーズ 

⑦鉄道の改善後の利 

用意向 

⑧その他、自由意見 

⑨属性 

①朝通学時の交通手段 

②夕方帰宅時の交通手 

段 

③公共交通に対する満 

足度 

④バスの改善ニーズ 

⑤鉄道の改善ニーズ 

⑥その他、自由意見 

⑦属性 
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2.2 住民の意向の概要 
 

■外出目的と交通手段 

 日常の外出時の目的地は、目的に左右されることなく阿賀野市内が多く、その 

移動手段は自動車が多い。 

【通勤の場合の目的地】        【通勤の場合の利用交通手段】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【通院の場合の目的地】        【通院の場合の利用交通手段】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【買い物の場合の目的地】        【買い物の場合の利用交通手段】 

 

 

 

 

 

市内水原地区

61%

市内安田地区

6%

新発田市

市内京ヶ瀬地区

6%

市内笹神地区

2%

n=237

五泉市

1%阿賀町

3% その他

1%

新潟市

16%

530

33

28

23

19

12

11

6

9

0 100 200 300 400 500 600

自家用車(運転)

自転車

自家用車(同乗)

徒歩

バス(市営・路線)

鉄道

バイク

タクシー

その他

(人)

複数回答阿賀野市内 

49％ 

n=629

新潟市

34%

市内水原地区

24%

市内安田地区

12%

新発田市

9%

市内京ヶ瀬地区

7%

市内笹神地区

6%

五泉市

2%

阿賀町

1%
その他

5%

118

48

31

31

16

16

11

6

2

0 100 200 300 400 500 600

自家用車(運転)

自家用車(同乗)

バス(市営・路線)

自転車

タクシー

徒歩

バイク

鉄道

その他

(人)

複数回答

阿賀野市内 

75％ 

360

86

68

28

22

12

5

4

2

0 100 200 300 400 500 600

自家用車(運転)

自家用車(同乗)

自転車

徒歩

バス(市営・路線)

バイク

鉄道

タクシー

その他

(人)

複数回答

阿賀野市内 

74％ 

市内水原地区

57%

n=539

新潟市

19%

市内安田地区

10%

新発田市

4%

市内京ヶ瀬地区

5%

市内笹神地区

2%

五泉市

1%

阿賀町

1%
その他

1%
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■バスの利用状況 

バスの利用状況は、市営バスより路線バスの利用者数が多い。利用頻度は、市営 

バスで 10 回未満/年が 52 人(利用者の 42%)、路線バスの利用頻度が 10 回未満/年 

が 231 人(利用者の 74％)となっており、共に利用頻度は高くない。 

【市営バスの利用状況】            【路線バスの利用状況】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【市営バスの利用頻度】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【路線バスの利用頻度】 
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25%
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28%

n=1231
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69%
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10%

無回答
21%

n=1231
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■バスを利用する理由 

「他の交通手段より利用しやすい」、「送迎を頼む必要がない」、「他に交通手段が 

ない」で 56％を占めている。 

【バスを利用する理由】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

■バスの満足度 

市営バスは「運賃」で満足度が高い。路線バスは「運行ルート」「運行車両」の 

満足度が高いが、「運賃」への不満が高い。 

また「運行頻度」については、市営バス、路線バスともに不満が高い。 

 

【市営バスの満足度】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【路線バスの満足度】 
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5 

9 
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13 

12 

13 

11 

62 

59 

72 

63 

10 

16 

4 

3 

7 

8 

2 

2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

運行ルート

運行回数

運行車両

運賃

大変満足 やや満足 どちらでもない やや不満 大変不満

6 

4 

6 

5 

19 

14 
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12 

54 

51 

68 

63 

12 

20 

7 

15 

9 

11 

3 

5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

運行ルート

運行回数

運行車両

運賃

大変満足 やや満足 どちらでもない やや不満 大変不満

56％ 

n=374

他の交通手段より

利用しやすい

21%

家族や友人に送迎

を頼む必要がない

18%

天気が悪いとき

自転車や徒歩ではつらい

5%

他の交通手段

より安い

5%

他の交通手段

より速い

5%

他の交通手段

より安全

4%

他に交通手段

がない

17%

その他

12％

無回答

13％
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■バスの改善要望 

バスの改善要望としては、「路線図や停留所、運行時刻など、分かりやすく利用 

しやすい情報の提供」が最も多く、次いで「土日祝日の運行」「利用するときに予 

約すると、家の近くまで迎えに来てくれる運行」となっている。 

 

■改善実施後の利用頻度について 

市営バスの改善を実施した場合、約 15％の人が利用頻度は「増えると思う。」と 

回答している。 

【市営バスの改善後の利用頻度】 

 

 

 

 

n=1231

変わらないと思う
47%

増えると思う
15%

無回答
38%

244

215

160

144

136

121

106

94

90

88

83

79

62

40

31

26

74

455

0 100 200 300 400 500 600

分かりやすい情報提供

土日祝日の運行

予約利用

割安の運賃サービス

低床バスの導入

分かりやすい行き先表示

運行回数の増加

回数券や定期券の導入

新たな運行ルート

バス停上屋の整備

運行時間の拡大

運行車両の明確化

現在地の情報提供

乗継割引の導入

駐車場・駐輪場の整備

接続時間の改善

その他

無回答

(人)

複数回答



- 37 - 

 

 

■鉄道の利用頻度 

 鉄道は、39％の人が「利用したことがない」と回答しているが、一方で利用して 

いる人の大半が 250 回/年以上利用している。 

【鉄道の利用】 

 

 

 

 

 

 

 

【鉄道の利用頻度】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■鉄道を利用する理由 

「他に交通手段がない」、「家族や友人に送迎を頼む必要がない」、「他の交通手段 

より時間に正確」、「他の交通手段より速い」が主な理由となっている。 

【鉄道を利用する理由】 

 

 

 

 

 

 

 

利用したことがない
39%

利用したことがある
37%

無回答
24%

n=1231

他に交通手段
がない
18%

家族や友人に送迎を
頼む必要がない

18%

他の交通手段
より時間に正確

15%

天気が悪いとき自転車や
徒歩ではつらい

2%

他の交通手段
より安い
8%

他の交通手段
より速い
13%

他の交通手段
より安全
6%

無回答
3%

n=459

その他
17%

64％ 
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■鉄道の改善要望 

鉄道の改善要望としては、「運行回数の増加」が最も多く、次いで「バス路線図、 

バス時刻など、バスとの乗り継ぎが分かりやすい情報の提供」となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■改善実施後の利用頻度について 

 鉄道の改善を実施した場合、約 23％の人が、利用頻度は「増えると思う。」と 

回答している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

変わらないと思う
43%

n=1231

増えると思う
23%

無回答
34%

503

229

143

125

104

103

44

15

117

459

0 100 200 300 400 500 600

運行回数の増加

分かりやすい情報提供

接続時間の改善

駐車場の整備

運行時刻の改善

バスとの乗継割引の導入

駅舎内の待合所の整備

駐輪場の整備

その他

無回答

(人)

複数回答
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2.3 公共交通利用者の意向の概要 
 

■利用目的と目的地 

利用目的は「通院」が 32％で最も多く、目的地は「水原郷病院」を含めた水原 

地区が 48％となっている。 

 

【利用目的】               【目的地】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■公共交通を利用する理由 

利用者の年齢層は、60 歳以上が 43％を占めており、高齢者の利用率が高い。 

その主な理由として、「他に交通手段がない」、「他の交通手段より安い」、「家族や 

友人に送迎を頼む必要がない」が挙げられる。 

 

【公共交通を利用した理由】        【利用した年齢層】 

 

 

 

 

 

 

 

通院
32%

通学
19%

通勤
24%

買い物
9%

観光
3%

n=156

無回答
6%その他

7%

水原地区で 

48％ 

３０歳代
2%

１０歳代
18%

２０歳代
9%

４０歳代
7%

５０歳代
13%

６０歳代
9%

７０歳代
17%

８０歳以上
17%

無回答
8%

n=156

56％ 

60 歳以上 

43％ 

他に交通手段

がない

32%

他の交通手段

より安い

15%

n=156

その他

無回答

13%

他の交通手段より

利用しやすい

7% 家族や友人に送迎を

頼む必要がない

9%

天気が悪いとき自転車や

徒歩ではつらい

1%

他の交通手段

より速い

6%

他の交通手段

より安全

4%

他の交通手段より

時間に正確

6%

その他

笹神地区

2%

無回答

38%

水原郷病院

26%

その他水原地区

22%

その他

京ヶ瀬地区

1%

五頭温泉郷

2%

n=156

瓢湖

1%
その他安田地区

8%
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■バスの利用状況 

バスの利用状況は、市営バスより路線バスの利用者数が少ない。利用回数は、 

市営バスで 101～150 回未満/年が 16 人(利用者の 19％)、路線バスの利用頻度が 

10 回未満/年が 17 人(利用者の 26％)となっており、共に利用頻度は高くない。 

【市営バスの利用状況】        【路線バスの利用状況】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【市営バスの利用頻度】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【路線バスの利用頻度】 
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■バスを利用する理由 

  「他に交通手段がない」、「他の交通手段より安い」、「他の交通手段より利用しや 

すい」で 59％を占めている。 

 

【バスを利用する理由】 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

■バスの満足度 

市営バスは「運賃」の満足度が高い。路線バスは「運行ルート」「運行車両」の 

満足度が高く、「運賃」への不満が高い。 

また「運行回数」については、市営バス・路線バスともに不満が高い。 

 

【市営バスの満足度】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【路線バスの満足度】 

 

34 

20 

35 

61 

18 

20 

22 

17 

28 

23 

39 

20 

15 

27 

3 

1 

5 

10 

1 

1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

運行ルート

運行回数

運行車両

運賃

大変満足 やや満足 どちらでもない やや不満 大変不満

59％ 

10 

13 

15 

9 

32 

21 

24 

21 

33 

32 

46 

28 

17 

24 

9 

30 

8 

10 

6 

12 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

運行ルート

運行回数

運行車両

運賃

大変満足 やや満足 どちらでもない やや不満 大変不満

他に交通手段

がない

30%

その他

9％

無回答

13％

他の交通手段

より安い

15%他の交通手段

より利用しやすい
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■バスの改善要望 

バスの改善要望としては、「土日祝日の運行」、「運行時間の拡大」、「運行回数の 

増加」が多い。住民に多い意見の「路線図や停留所、運行時刻など、分かりやすく 

利用しやすい情報の提供」はあまり多くない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

■改善実施後の利用頻度について 

市営バスの改善を実施すると、約 35％の人が、利用頻度は「増えると思う。」と 

回答しており、利用者は更に増加する可能性がある。 

 

【市営バスの改善後の利用頻度】 
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が高い。 

56

31

30

22

20

18

18

16

14

13

11

10

8

7

6

3

1

36

0 20 40 60 80 100 120

土日祝日の運行

運行時間の拡大

運行回数の増加

新たな運行ルート

回数券や定期券の導入

割安の運賃サービス

分かりやすい行き先表示

分かりやすい情報提供

低床バスの導入

バス停上屋の整備

予約利用

運行車両の明確化

乗継割引の導入

接続時間の改善

現在地の情報提供

駐車場・駐輪場の整備

その他

無回答

(人)

複数回答
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■鉄道の利用頻度 

 鉄道利用は、55％の人が「利用したことがある」と回答しており、利用している 

人の大半が 250 回/年以上となっている。 

 

【鉄道の利用】 

 

 

 

 

 

 

 

【鉄道の利用頻度】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■鉄道を利用する理由 

  「他に交通手段がない」、「他の交通手段より速い」、「他の交通手段より時間に正 

確」が主な理由となっている。 

 

【鉄道を利用する理由】 

 

 

 

 

 

 

 

11

6

8

2

0

7

3

3

3

28

15
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１～１０

１１～２０

２１～３０

３１～４０

４１～５０

５１～１００

１０１～１５０

１５１～２００

２０１～２５０

２５１～３００

３０１～

利

用

回

数

(

回

/

年

)

(人)

66％ 

他に交通手段がない

41%

他の交通手段

より速い

15%

他の交通手段

より安い

9%

n=86

他の交通手段より

時間に正確

10%

家族や友人に送迎を

頼む必要がない

5%

天気が悪いとき自転車や

徒歩ではつらい

4%

他の交通手段

より安全

5%

無回答

3%

その他

8%

利用したこと
がある
55%

利用したこと
がない
15%

無回答
30%

n=156
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■鉄道の改善要望 

鉄道の改善要望としては、「運行回数の増加」が最も多く、次いで「運行時刻の 

改善」となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■改善実施後の利用頻度について 

鉄道の改善を実施すると、約 28％の人が、利用頻度は「増えると思う」と回答 

している。 

 

 

 

 

 

 

 

変わらないと思う
37%

n=156

増えると思う
28%

無回答
35%

77

33

25

18
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5

3

1

7

65
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運行回数の増加

運行時刻の改善

接続時間の改善

分かりやすい情報提供

バスとの乗継割引の導入

駅舎内の待合所の整備

駐車場の整備

駐輪場の整備

その他

無回答

(人)

複数回答
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2.4 高校生の意向の概要 

 

■登校時の交通手段について 

「自転車」を利用している生徒が 67％、「公共交通(鉄道・バス)」を利用する生

徒は 37％である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■公共交通を利用する理由 

「他に交通手段がない」、「天気が悪いとき、自転車や徒歩ではつらい」、「他の交 

通手段より速い」で 64％を占めている。 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

298

195

112

83

81

5

0

3

0 100 200 300 400 500 600

自転車

自家用車(同乗)

徒歩

鉄道

バス(市営・路線)

バイク

その他

無回答

(人)

複数回答

67％(298 人/448 人中)が 

自転車を利用 

37％(164 人/448 人中)が 

公共交通を利用 

64％ 

他に交通手段

がない

41%

他の交通手段

より速い

10%

無回答

13％

n=164

他の交通手段より

利用しやすい

7%

家族や友人に送迎を

頼む必要がない

9%

天気が悪いとき自転車や

徒歩ではつらい

13%

他の交通手段

より安い

4%

他の交通手段

より安全

1%

その他

1％他の交通手段より

時間に正確

1%
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■バス交通の改善要望 

 「土日祝日の運行」が最も多く、次いで「運行回数の増加」「運行時間の拡大」 

「分かりやすい行き先表示」となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■鉄道の改善要望 

「運行回数の増加」が最も多く、次いで「運行時刻の改善」「バス路線図や、バ 

ス時刻など、バスとの乗り継ぎが分かりやすい情報の提供」となっている。 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

120

54

35

22

14

9

8

7

15

280

0 100 200 300 400 500 600

運行回数の増加

運行時刻の改善

分かりやすい情報提供

バスとの乗継割引の導入

駅舎内の待合所の整備

駐車場の整備

接続時間の改善

駐輪場の整備

その他

無回答

(人)

複数回答
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46

45

43

32

30

24

21

20

18

18

9

7

5

1

1

10

258

0 100 200 300 400 500 600

土日祝日の運行

運行回数の増加

運行時間の拡大

分かりやすい行き先表示

分かりやすい情報提供

回数券や定期券の導入

割安の運賃サービス

乗継割引の導入

現在地の情報提供

新たな運行ルート

バス停上屋の整備

低床バスの導入

予約利用

運行車両の明確化

接続時間の改善

送迎用スペース・駐輪場の整備

その他

無回答

(人)

複数回答


